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の脅威は残念ながら広がり続け 2016 年には 91 の国と

地域で 2 億 1,600 万人が感染し、前年より 500 万人増

加。年間 44 万 5 千人が死亡と報告されています。（2017

年 11 月 WHO 報告より）全世界のワイズ活動 UGP 事

業を通してマラリア撲滅のために、各クラブ、各部にて

殺虫剤処理の蚊帳購入の献金、アピールにご協力をお願

い致します。 

 

★メーリングリスト 

今期は、7 月 5 日より以下のメーリングリストを運用し

ています。みなさま、ご利用ください。 

会長+区役員会メンバー kaicho@ys-east.or.jp 

部役員+区役員会メンバー ku-bu-yakuin@ys-east.or.jp 

北海道部役員(含クラブ会長) dist-hokka@ys-east.or.jp 

北東部役員（ 〃 ） dist-hoku@ys-east.or.jp 

関東東部役員（ 〃 ） dist-kanto@ys-east.or.jp 

東新部役員（ 〃 ） dist-toushin@ys-east.or.jp 

あずさ部役員（ 〃 ） dist-azusa@ys-east.or.jp 

湘南・沖縄部役員（ 〃 ） dist-shounan@ys-east.or.jp 

富士山部役員（ 〃 ） dist-fujisan@ys-east.or.jp 

地域奉仕・YMCA サービス事業主査・主任 syusa-cs@ys-east.or.jp 

会員増強事業主査・主任 syusa-emc@ys-east.or.jp 

国際・交流事業主査・主任 syusa-internat@ys-east.or.jp 

ユース事業主査・主任 syusa-youth@ys-east.or.jp 

メネット事業主査・主任 syusa-menette@ys-east.or.jp 

区常任役員会メンバー jyounin@ys-east.or.jp 

区役員 officer-je@ys-east.or.jp 

区役員会メンバー 

（委員長、専任委員等含） 

member-yakuinkai@ 

ys-east.or.jp

部長全員 dg-higashinihon@ys-east.or.jp 

事業主任全員 jigyosyunin@ys-east.or.jp 

次期キャビネット n-yakuin@ys-east.or.jp 

LT 委員会 lt@ys-east.or.jp 

東日本震災支援対策本部 shinsai@ys-east.or.jp 

直前役員会メンバー p-yakuin@ys-east.or.jp 

ワイズドットコム（東西共通） yscom@mld.nifty.com 

 

 

 

★第 1 回常任役員会報告 

日時：2018 年 6 月 20 日（水）18:30～20:00 

場所：日本 YMCA 同盟会館（東京都新宿区四谷） 

出席：常任役員 5 名、監事 2 名、オブザーバー8 名、計

15 名 

内容：第 1 回役員会の事前準備、アジア太平洋地域大会、

新年度スタートの準備状況、その他。 

次回：8 月 29 日（水）於：日本 YMCA 同盟会館 

 

★国際書記長の交代 

西村現国際書記長(現 ISG)の後任として新国際書記長

(新 ISG)にMr. Jose Varghese が選出、任命されました。

同氏はインド出身で、2018 年 10 月 1 日に正式に就任

されます。なお西村現 ISG は、新 ISG との引き継ぎを

行い、2019 年 2 月末をもって退任されます。 

 

★半年報提出のお願い(重要) 

前期半年報提出用紙(2018-19 年度)に 7 月 1 日現在の会

員数と異動報告を記入して、7 月 10 日までに所属部長

に fax またはメールでご連絡ください。用紙は３月に行

われた次期会長研修会でお渡しした、「会長必携クラブ

運営ファイル」に入っています。区ホームページからも

ダウンロードできます。 

各部長はこれらを集計して、伊丹会員増強事業主任迄報

告をお願いします。不明な点は、東日本区事務所にお問

い合わせください。 

 

★ロースター配布 

各クラブの協力でロースターが完成しました。各クラブ

には 7 月中旬に届く予定です。 

訂正箇所がありましたら、東日本区事務所か山口副書記

までご連絡ください。 

 

★理事通信はワイズドットコムにて配信します。また、

東日本区ホームページにも載せます。今後は原則として

毎月 1 日に配信します。 

クラブ周年記念例会など、アピールしたい行事がある場

合は理事通信で広報いたします。山口副書記までお知ら

せください。 

 

★区ブリテンの配布 

2018-2019 年度東日本区区報（区ブリテン）をクラブ会

長宛てに送りました。例会等でお受け取りください。 
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